
 フィンランドで生まれた「モルック」という競技を昨年１月、長男の嫁から「絶

対やったほうがいい！」と勧められ、始めました。投げた後、互いに「うまい！」

「おしい！」など声を掛け合うことで、気分良く楽しめます。子どもから高齢者

まで仲良くお付き合いできるのが嬉しいです。「モルック」を通して、輪を広げ

ていけたらいいなと思っています。競技の基本的な流れは①～③のとおりです。 

①１～１２の番号付きのスキットルに向けて、３．５ｍ離れたところからモルック

棒を投げる。このときは必ず下手投げ。（主催者が許可した投てき方法は可能） 

②１本だけ倒れたときは、スキットルの番号が得点になり、２本以上倒れたとき

は、倒れたスキットルの本数が得点になる。 

③最初に５０点ぴったりになった人が勝者となる。なお５１点以上になった場

合は、２５点に戻され、ゲームが続く。       （松丘町会 Ｙ・Ｈ） 

 

 １０月２２日（日）１３：３０～

桜小学校で「モルック体験会」

を開催予定です！ぜひご参加

ください。（申し込み不要） 

 モルック 

6 12 11 10 7 8 9 2 3 5 4 1 

 令和５年３月末に「せたがやみどり公園」（世

田谷１－１１）がプチリニューアルしました。

公園内の遊具が追加されるとともに、花が植え

られ、子どもたちの遊び場、憩いの場としてよ

り充実しました。また、この公園は、毎年６月

と１１月に開催される「上町地区古着・古布回

収」の回収場所の１つとなっています。皆さん

もお時間のあるときに、 

ぜひお立ち寄りください。 

ニュース 

 令和５年２月５日（日）上町まちづくりセンターにて、世田谷区の地区イベン

トで初となるシットビクス®トレーニングを実施しました。今回は「肌をきれい

に」をテーマに、白井ヨシ講師の指導のもと、座学と、イスがあればできるスト

レッチを行いました。参加者の皆様から「楽しくて、あっという間に終了時間に

なってしまった！」「継続して開催してほしい！」とたくさんのご満足の声をい

ただきました。今年度も健康体操教室を開催します。ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

白井 ヨシ（シットビクス®トレーナー・駒沢 SHIRO GYM マネージャー） 

 シットビクス®トレーニングを発案、実施しています。「イスがあれば、 
どこでも・誰でもトレーニング」をコンセプトに現在は、東京農業大学、 

神奈川大学、湘南や石垣島など様々な場所で活躍しています。 

かみぞうくん 

 ８月２４日（雨天の場合は８月２５日）に、けや

き広場にて、４年ぶりに「子ども大会」を開催しま

す。「０才も１００才もみんななかよし」をテーマ

に、ものづくり体験や体を動かす遊びができるイ

ベントコーナーを設けています。ぜひ、 

ご参加ください！ 

主催：青少年上町地区委員会 

発 行：身近なまちづくり推進協議会文化部会 

事務局：上町まちづくりセンター 

    ＴＥＬ ０３－３４２０－４２４１ 

    ＦＡＸ ０３－５４７７－７９２０ 

開催告知 
「第６０回 子ども大会」 

 区ＨＰではミニコミ紙をは

じめ、地区イベントなど様々

な情報を掲載しています。 

 

 検索 上町まちづくりセンター 

上町地区イベント情報  

日 程 イベント 会 場 

 ８月２４日（木） 第６０回子ども大会 けやき広場（上用賀２－３） 

１０月１９日（木） 歩こう会 二子玉川周辺 

１１月１１日（土） 
古着・古布回収 上町管内７か所 

フードドライブ 上町まちづくりセンター 

１１月２５日（土） 上町防災塾 上町まちづくりセンター 

１２月中旬 冬の寄せ植え講習会 上町まちづくりセンター 

１２月１５日（金） 
ボロ市 ボロ市通り周辺 

１２月１６日（土） 

ココロン 

あんすこくん 

代官ホタルン 

CLOSED 

第１２３号 
発行日 

令和５年８月１日 

 検索 松丘町会 モルック 

⚠ DANGER!! 
 

 上の二次元コードを読み取 

ると、モルックをプレイしている

様子が動画で見られます。 

※掲載動画：Youtube 写真の出典：松丘町会ＨＰ 

網敷 光剛 

立石 かほる 

 鈴木 陽子 

 奥本 美和 

 中川 トク子 

 渡邊 美保 

髙口 徹生 

 伊藤 美登里 

金好 惠美子 

 小松 正佳 

 椎谷 惠子 

編集委員 

参加申し込み日などは、区のおしらせ（２５日号）をご確認ください。 

鉄棒 

イスとシーソー 

植栽 

 ５月の日赤社資募集では、

皆様から温かいご協力をい

ただき誠にありがとうござ

いました。 

日赤奉仕団上町分団 

 

ミニコミ紙「ふれあいひろば」はＨＰからもダウンロードできます！ 
https://www.city.setagaya.lg.jp/setagaya/005/012/d00204724.html 



 
歩
行
者
に
目
を
配
っ
て
乗
ろ
う 

 

今
、
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
注

意
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
う
20
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
恩

師
が
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ
、
一
生
が
暗
転

し
た
こ
と
は
い
ま
わ
し
い
思
い
出
で
す
。 

 

朝
、
グ
ル
ー
プ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
、

そ
の
列
に
中
学
生
の
自
転
車
が
突
っ
込

み
、
恩
師
は
足
を
す
く
わ
れ
、
宙
返
り

し
頭
を
打
ち
ま
し
た
。
脳
幹
が
損
傷
し

正
常
な
生
活
は
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

お
見
舞
い
の
電
話
に
ご
主
人
は
「
残

念
だ
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
瞬
の
不
注
意
が
一
人
の
将
来

を
無
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
悔
や

み
と
も
思
い
ま
し
た
。 

 

自
転
車
は
、
便
利
な
乗
り
物
で
あ
っ

て
も
、
危
険
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を

一
歩
止
ま
っ
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。 

（
松
丘
町
会 

Ｍ
・
Ｋ
） 

自
転
車
教
室 

 

１
月
25
日
、
自
転
車
事
故
防
止
お
よ

び
交
通
ル
ー
ル
再
確
認
の
た
め
の
文
化

部
会
員
向
け
「
自
転
車
教
室
」
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 

 

世
田
谷
区
は
、
令
和
３
年
の
自
転
車

事
故
発
生
件
数
が
都
内
で
最
も
多
く
、

都
内
・
区
内
の
自
転
車
事
故
が
交
通
事

故
に
占
め
る
割
合
は
全
国
平
均
の
お
よ

そ
２
倍
、
さ
ら
に
40
代
の
次
に
50
代
の

自
転
車
事
故
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
を

見
た
後
で
、
自
転
車
利
用
時
の
ル
ー
ル
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
私
自
身
は
、
交
差
点
で
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
注
意
点
、
交
差
点
に
進
入

す
る
と
き
や
交
差
点
を
右
折
す
る
と
き

の
走
行
ル
ー
ル
、
走
行
時
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
る
こ
と
の
励
行
、
自
分
の
ケ

ガ
と
他
人
に
負
わ
せ
た
損
害
を
補
償
す

る
た
め
の
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
記

憶
に
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ
の
標

語
も
秀
逸
で
し
た
。 

 

①
せ
っ
か
ち
な
人
で
も
、
常
に
「
待

と
う
」、「
待
と
う
」・
・
と
思
い
続
け
て

や
っ
て
い
け
ば
待
て
る
！ 

 

②
た
か
が
、
な
が
ら
運
転
、
さ
れ
ど
、

な
が
ら
運
転
、
事
故
に
つ
な
が
る
！ 

 

③
刑
事
責
任
、
あ
や
ま
り
続
け
る
責

任
、
賠
償
責
任
。 

 

１
時
間
の
講
義
で
し
た
が
、
と
て
も

有
意
義
な
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

（
弦
巻
町
会 

Ｍ
・
Ａ
） 

普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行 

 

普
通
自
転
車
は
軽
車
両
で
す
。
車
道

の
左
側
端
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
場
合
は
例
外

と
し
て
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。 

①
普
通
自
転
車
歩
道
通
行
可
の
道
路

標
識
等
が
あ
る
場
合
。 

②
運
転
者
が
13
歳
未
満
、
70
歳
以
上
、

ま
た
は
身
体
が
不
自
由
な
人
の
場
合
。 

③
安
全
確
保
の
た
め
に

や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
。 

▲普通自転車歩道

通行可の標識。 

◀左の二次元コード

から自転車の交通ル

ールを確認できます。 

リンク先：警視庁 

自
転
車
保
険 

 

東
京
都
で
は
、
令
和
２
年
４
月
よ

り
、
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
我
が
家
で
は
自
動
車

保
険
に
加
入
し
て
自
転
車
も
補
償
が

付
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
免
許
返

納
と
共
に
自
動
車
保
険
も
解
約
と
な

り
、
自
転
車
の
保
険
も
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、
自
転
車
保 

険
を
と
思
い
ま
し
た
が
、
民
間
の
保 

険
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
ど
こ
ま
で
の

補
償
が
必
要
な
の
か
迷
っ
て
い
ま

す
。 

 

義
務
化
と
は
い
え
、
確
認
も
さ
れ

な
い
の
で
積
極
的
に
な
れ
ず
に
い
ま

す
。 

 

自
転
車
を
購
入
す
る
と
き
に
一
定

の
保
険
加
入
が
で
き
る
と
良
い
な
と

思
い
ま
す
。 

（
世
田
谷
東
町
会 

Ｋ
・
Ｔ
） 

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
義
務 

 

令
和
２
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
「
東

京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」（
27
条
）
に

よ
り
、
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の

加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
と
は
自

転
車
の
利
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
他
人

の
生
命
ま
た
は
身
体
の
損
害
を
賠
償

す
る
保
険
や
共
済
で
す
。
自
転
車
事
故

で
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る
と
、
高
額
の

賠
償
金
が
掛
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

賠
償
は
被
害
者
の
事
故
後
の
生
活
を

支
え
、
か
つ
、
加
害
者
の
負
担
を
軽
減

し
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な

も
の
で
す
。
賠
償
に
備
え
る
た
め
、
自

転
車
保
険
に
入
り
ま
し
ょ
う
。 

ヘルメット着用 
努力義務化に 

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用 

 

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、

自
転
車
を
運
転
す
る
す
べ
て
の
人
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
乗
者
に
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
児
童

や
幼
児
を
保
護
す
る
責
任
が
あ
る
人

は
、
児
童
や
幼
児
が
自
転
車
を
運
転
す

る
際
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

加
え
て
、
世
田
谷
区
で
は
、
13
歳
未

満
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
、
そ
の

児
童
が
道
路
で
自
転
車
を
利
用
す
る

と
き
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。 

■
世
田
谷
区
自
転
車
条
例 

第
５
条 

第
６
項 

13
歳
未
満
の
児
童
の
保
護

者
は
、
当
該
児
童
が
道
路
に
お
い
て
自

転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
自
転
車
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

◀左の二次元コード

を読み取ると詳細を

確認できます。 

リンク先：警視庁 

ヘ
ル
メ
ッ
ト 

 

令
和
５
年
４
月
か
ら
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化

（
義
務
で
は
な
く
、
す
る
よ
う
努
め
る 

こ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車

は
と
て
も
身
近
な
移
動
手
段

で
手
軽
さ
が
人
気
の
理
由
で

す
が
、
努
力
義
務
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
利
便
性
が
損

な
わ
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
面
倒
く
さ
さ
か
ら
自
転

車
を
嫌
が
っ
て
車
の
利
用
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
地
球
温
暖

化
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
増
加
や
渋
滞

の
増
加
が
起
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
出
先
で
持

ち
歩
く
の
に
邪
魔
だ
し
髪
型

も
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
個
人

的
に
は
嫌
で
す
が
、
自
転
車

事
故
で
死
亡
し
た
人
の
約
７

割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

死
亡
事
故
が
減
少
す
る
可
能

性
が
あ
る
な
ら
試
し
て
み
る

価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 （

弦
巻
町
会 

Ｋ
・
Ｓ
） 

ル
ー
ル
を
守
ろ
う 

 

自
転
車
は
車
道
が
原
則
で
、
歩
道
で

は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

朝
、
登
校
の
見
守
り
を
し
て
い
ま

す
と
、
信
号
無
視
を
し
て
、
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ
て
も
平
気
で

通
る
方
を
何
人
か
見
か
け
ま
す
。 

 

縦
横
無
尽
に
通
行
す
る
の
で
人

や
自
転
車
同
士
が
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
り
と
て
も
心
配
で
す
。 

 

自
転
車
は
便
利
な
乗
り
物
で
す

が
、
と
き
に
は
凶
器
に
も
な
る
危
険

な
も
の
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
４
月
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
し

た
が
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
も

浸
透
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

（
世
田
谷
二
丁
目
町
会 

Ｋ
・
Ｗ
） 

自
転
車
事
故 

 

身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
自
転
車
。
最
近
は
自
転
車
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

 

校
庭
で
ボ
ー
ル
遊
び
に
使
わ
れ
て

い
た
ボ
ー
ル
が
道
路
に
飛
び
出
し
、 

そ
の
ボ
ー
ル
を
避
け
よ
う
と
、
自
転
車

に
乗
っ
た
高
齢
の
男
性
が
死
亡
。
片
手

に
ス
マ
ホ
、
も
う
片
手
に
飲
み
物
を
持

ち
、
電
動
自
転
車
に
乗
っ
た
女
子
大
生

に
通
り
か
か
っ
た
高
齢
の
女
性
が
は
ね

ら
れ
死
亡
。
い
ず
れ
も
高
額
な
賠
償
金

が
発
生
し
た
こ
と
を
報
道
で
知
り
、
や

り
き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
人
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
出
会
い
頭

の
事
故
が
多
く
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
れ
ば
被
害
を
軽
減
で
き
る
そ
う

で
す
。
女
性
用
の
お
し
ゃ
れ
で
求
め
や

す
い
価
格
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普
及
を
期

待
し
ま
す
。 

（
世
田
谷
上
町
町
会 

Ｙ
・
Ｓ
） 

あ
と
が
き 

４
月
に
女
子
高
校
野
球
の
練
習
試
合

を
見
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
球
場

内
に
い
る
と
、
選
手
全
員
が
初
対
面
の
私

に
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
挨
拶
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
笑
顔
で
明
る
い
挨
拶
に
、
私

も
自
然
と
元
気
よ
く
挨
拶
を
返
し
ま
し

た
。
町
内
で
も
普
段
か
ら
自
然
体
で
挨
拶

を
交
わ
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
災
害
時
に
も
、
お
互
い
助
け
合

え
る
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
の
何

気
な
い
挨
拶
か
ら
助
け
合
い
の
気
持
ち

が
広
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。 

（
桜
町
会 

Ｔ
・
Ｔ
） 


